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  韓流怪談　エピソード1　


  　誰が見ても明るくて、超社交的な性格のウニュンさんが、大学を卒業して直ぐ就職したのは、農協の畜産防疫研究所だった。職場は自宅のあるソウルからは遠かったので、社員寮に入ることになった。


  　当初から社員寮に女性の幽霊が出ることは聞いていたものの、歓迎会の酒宴での作り話だろうと、あの夜迄は全く思い出すこともなかったそうだ。


  　あの夜は蒸し暑くて、部屋が3階にあったこともあり、窓を開け放して床についた。ふと寒気を感じて目を覚ますと、まだ夜中のようで、何となく嫌な感じがした。そして、よりによって幽霊の話を思い出してしまった。


  　寝返りを装って窓の方を薄目で見てみると・・・。噂の幽霊かどうかは分からないが、ベランダのない3階の窓の外から、誰かがこちらを見ているのだった。


  　腹をくくったウニョンさんは、固く目を閉じ、ひたすら朝になるのを願ったそうだ。
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    　高校生のジフン君が以前住んでいたアパートは異常だった。部屋の中に蚊が大量発生し、ある時、殺した蚊の数を数えたら、70匹以上になったこともあったそうだ。それだけなら衛生上の問題と、対処の方法も在っただろうが、彼を更に悩ませたのは、度重なる幻影だった。
  


  
    

  


  
    　幻影はいつも寝入りばなの金縛り状態から始まった。その状態で何者かに、腹部を鋭い刃物で何度も刺されるという凄惨な場面なのに、あまりにも頻繁なので馴れてしまったと言う。
  


  
    

  


  
    　それを聞いたジフン君の母親は引っ越しを決心した。後で聞いた話では、両親は離婚したと言っていたから、引っ越しと離婚は同時進行だったかも知れない。
  


  
    

  


  
    　新居に移った後は、あの忌まわしい幻影を全く見なくなったそうだ。ジフン君のお父さんが、あのアパートに住み続けているかどうかは聞きそびれてしまった。
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    一人っ子のソニョンさんは大学生になってから習慣になりつつあることに戸惑っている。
  


  
    大学の講義のない昼間は両親が共働きなのでアパートで一人きりになる。
  


  
    ついつい眠気に誘われて昼寝をしてしまうのだ。
  


  
    

  


  
    明るい陽射しの中で微睡むのは最高なうえ時々赤ちゃんの時のように上掛けの上からトントンしてもらえるのも心地好い。
  


  
    

  


  
    久しぶりに家族が揃った夕食時にソニョンさんが思い出したように
  


  
    「お母さん、時々早く帰ってきてトントンしてくれてありがとう。」
  


  
    と言ってみたところ、両親は顔を見合わせ
  


  
    「気のせいじゃないの？仕事の途中で帰るわけないじゃない。」
  


  
    という答が返ってきたそうだ。
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    韓国では三代前までの祖先の命日にご馳走をたくさん供えて祖先を迎える祭祀という風習がある。
  


  
    日本で言えば回忌法要とお盆を合わせたようなものだ。
  


  
    

  


  
    主婦のギョンスクさんは実家の母の病気のことで落ち込んでいて義父の祭祀の日を忘れていた。
  


  
    夜中に段々息苦しくなって
  


  
    「このままだと息が止まってしまう。」
  


  
    と思った瞬間目が覚めた。
  


  
    

  


  
    何と、義父らしい男性が寝室のドアの前に立っているではないか。
  


  
    「お義父さんが私の首を絞めるなんて・・・。」
  


  
    と思った途端もう一度目が覚めた。最初の目覚めは夢の中でだったらしい。
  


  
    

  


  
    翌朝、カレンダーを確認してみると、昨日が義父の祭祀の日であることが分かり昨夜のことは本当に夢だったのだろうかと改めて思い返してみたそうだ。
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    　OLのユギョンさんは、普段から霊感の強い女性で、雑踏の中でも時々霊を見かけると言う。そんな、ヨギョンさんが、ある夜トイレに起きて洗面所のドアを開けると、鏡に髪の長い女性が映っていたそうだ。ヨギョンさんも髪は長いが肩までで、鏡の女性の髪は背中まであったそうだ。一瞬驚いてドアを閉めたそうだが、再びドアを開けて見ると、ヨギョンさん自身の姿が映っていた。
  


  
    

  


  
    　私には決して出来ない行動だが、ヨギョンさんは勇気ある女性だ。と言うより、霊と共存して生きていけるタイプの人間のようだ。
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